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◆研究対象者

• 20～65歳以下の成人

• 大阪大学の職員

• 簡易呼気アセトンチェッカーによる測定および食事・活動記録
を、自ら実施できる者

◆謝金 QUOカード 15000円

「食事および生活行動が呼気アセトン濃度
に与える影響の検討」



実施要領
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◼依頼するデータ取得作業（②～④を1ヵ月の間の任意の3日間で実施）
① アンケートへの回答
② 朝食前に呼気アセトン測定、朝食の写真撮影

※呼気アセトン測定は2回連続して実施
※撮影した写真はGI値（グリセミック・インデックス）の見積もりのために使用

③ 昼食に対して呼気アセトン測定、昼食の写真撮影 ⇒ のべ3回実施
※呼気アセトン測定は、食前（0h）食後1h, 2h, 3h, 4h, 5h, 6hに実施
※呼気アセトン測定は各回共に2回連続して実施

④ 3回の昼食に対してデータを取得している日における運動、睡眠等の活動記録
※活動記録はLifeStyle24を利用 (アカウントを付与)

⑤ 健康診断結果の提供（任意）
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● ●● ●
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写真撮影

● 呼気アセトン測定
各回共2回連続して測定

●

昼食
写真撮影

● ● ●
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2h

食後
3h

食後
4h

食後
5h

食後
6h

時間



測定スケジュール
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測定前 朝食前 昼食前 ～１時間後 ～２時間後 ～３時間後 ～４時間後 ～５時間後 ～６時間後

健康診断の結果コピーの提出（任意） ●

アンケート回答 ●

測定1日目の行動記録 ●

測定1日目の食事の写真 ● ●

測定1日目の口腔ケア（水うがい） ● ●

測定1日目の呼気アセトン測定 ● ● ● ● ● ● ● ●

測定2日目の行動記録 ● ●

測定2日目の食事の写真 ● ●

測定2日目の口腔ケア（水うがい） ● ●

測定2日目の呼気アセトン測定 ● ● ● ● ● ● ● ●

測定3日目の行動記録 ● ●

測定3日目の食事の写真 ● ●

測定3日目の口腔ケア（水うがい） ● ●

測定3日目の呼気アセトン測定 ● ● ● ● ● ● ● ●

1ヵ月の間の任意の3日間で実施



アセトンチェッカーによる呼気アセトン測定手順
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スイッチ

【測定手順：2回連続での測定の場合】
① 上記写真に沿って測定の準備を行う

② スイッチを長押し⇒ブザー音と共に総積算測定回数が表示され、40秒のカウントダウンが始まる
③ 残り5秒になると大きく息を吸い込み息を止める。
④ カウントダウンが０になり、「ピー」とブザーが鳴り始めると同時に息を吹き始め、連続ブザー

音が鳴りやむまで（約5秒間）できるだけ一定速度で連続してすべての息を吹込む。
⑤ ピーという連続ブザー音（約5秒間鳴っている）が切れたところで息の吹込みをストップする。
⑥ 数秒で呼気アセトン濃度が表示される（”123”⇒1.23ppm）

⑦ 濃度値を記録紙に記入する
⑧ 約1分程度で表示が消えると次の測定が可能となる。
⑨ 上記②～⑦を行う

【測定準備】
キャップ
を外す



アンケート内容
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記録用紙
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活動記録：LifeStyle24
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https://dev3.yigserver.co
m/live/ls24/#/auth/login

https://dev3.yigserver.com/live/ls24/#/auth/login
https://dev3.yigserver.com/live/ls24/#/auth/login
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